
R6年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

国語

読書を楽しむ児童が多い一方、正しい鉛筆の持ち方が
定着しておらず、文字のとめ・はね・はらいなどを意
識して書く丁寧さに個人差が見られる。理由をつけて
話したり、体験したことを3文程度の文章で表現した
りすることはできている。

様々な本を紹介して読書への興味をさらに引き出すと
ともに、文字を丁寧に書く指導を継続する。児童が自
分の思いや考えを相手に分かりやすく伝えられるよ
う、話す・聞く・書く活動を一層充実させ、表現力の
育成を目指す。

算数

文章問題で問われていることを正確に理解し、具体的
な場面をイメージすることに困難を感じる児童が一定
数いる。また、基本的な知識や技能の理解と定着に関
しても、個人差が大きい状況である。

ブロックなどの具体物やICT教材を積極的に活用し、
視覚的に理解を促す。学習内容を細かく分けるスモー
ルステップで達成感をもたせるとともに、ペア学習で
考えを伝え合う時間を取り入れ、一人ひとりの学びを
確実にする。

社会

理科

音楽

歌を歌ったり、曲に合わせて体を動かしたりすること
を楽しんで取り組んでいる。教師の動きを真似てリズ
ム打ちをすることはできるが、リズム記号を見て正確
にリズムを打つことには、やや個人差が見られる。

クラス全体やペアなど、様々な形式でリズム打ちを行
い、楽しみながら拍に乗る感覚を養う。音楽に合わせ
て体を動かす活動を繰り返し行い、曲の雰囲気を感じ
取る力や表現する力を育てていく。

家庭科

図画工作

新しい道具や教材に興味をもち意欲的に取り組む一
方、一つの作品を最後まで粘り強く仕上げる集中力に
課題が見られる。また、一部の児童は道具の扱いに課
題がある。友達の作品の良さを見付け、伝え合うこと
はできている。

分かりやすい手本や作業手順を提示し、個々の児童の
制作イメージを膨らませる時間を確保する。学習の途
中で作品を見合い、良さを認め合う機会を設定するこ
とで、最後まで取り組む意欲を高める。

生活

学校探検や植物の世話などの体験活動には意欲的に取
り組み、気付いたことを絵や文で表現できるように
なってきた。しかし、活動の中で自分の考えや願いを
明確にし、主体的に発表したり行動したりすることは
まだ難しい段階である。

活動中の児童のつぶやきに共感し、気付きを自覚させ
る。また、自分で活動を選択する場面を設定したり、
「やってみたい」と思えるような導入を工夫したりす
ることで、主体的に考え、行動する力を育てる。

体育

ほとんどの児童は運動に意欲的だが、一部の児童は体
の動かし方や運動遊びのルールをイメージすることに
苦手意識をもっている。そのため、どのように動けば
よいか分からず、活動にうまく参加できない場合があ
る。

器械運動では易しい高さに設定したり、ゲームでは
ボールは柔らかいものを使用したりするなど、安心し
て挑戦できる環境を整える。教師や友達の動きを真似
させたり、映像を活用したりして、活動のイメージを
膨らませ、意欲を引き出す。

外国語

道徳

ルールを守ることの大切さなどを頭では理解できてい
るが、実際の生活の中で行動として実践することに課
題がある。思いやりがある一方、自己中心的な考えを
もつ児童もおり、友達の意見を聞いて考えを深める意
識も途上である。

具体的な場面を取り上げ、なぜ決まりが大切なのかを
考えさせ、規範意識を高める。授業で学んだことを普
段の生活で振り返る機会をつくり、道徳的な価値を自
覚し、より良い行動をとろうとする態度を育てる。
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